
































1 出久根達郎『雑誌倶楽部』実業之日本社、2014 年、253 頁。ただし出久根の回想では「戦
記雑誌」としての『丸』を見た記憶は「1954 年」とされている（254 頁）。また 2004 年に
『毎日新聞』が行った編集長のインタビューのなかでも「戦記雑誌」化した時期は「1954
年」とされている（「編集長に聞く―丸・竹川真一さん 戦争体験、風化させない」『毎日















点とするが3、それに対して『丸』の「戦記雑誌」化は 1956 年 4 月号であ
り、一定のタイムラグが存在しているのである。では、このタイムラグは
どのような意味を持っているのだろうか。 














房、2015 年、285-322 頁）、「戦記雑誌における開かれた戦争観―1960 年代『丸』のメデ




3 吉田裕『兵士たちの戦後史』岩波書店、2011 年、75 頁。同書の中で、『丸』の戦記雑誌
化は、「「もはや戦後でない」の 1956 年頃」の「第二の「戦記ブーム」」の一例として取り
























































































































9 土屋礼子編『占領期生活世相誌資料Ⅲメディア新生活』新曜社、2016 年、19 頁。 
10 「赤・青の信号 読者だより」『丸』1948 年 12 月号、94 頁。 
11 「赤・青の信号 読者だより」『丸』1948 年 8 月号、90 頁。 
12 「赤・青の信号 読者だより」『丸』1948 年 4 月号、90 頁。 
13 「赤・青の信号 読者だより」『丸』1948 年 6 月号、90 頁。 












































表 1 「特別読物」一覧（1948 年～1949 年の目次より筆者作成） 
年月 執筆者 記事名 
1948 年 3 月号 三浦五郎 クレムリンの円卓 
4 月号 藤澤政男 中国工業化の鍵 
5 月号 鶴見祐輔 ヂスレリー苦闘伝 
6 月号 相馬逸郎 半球を飛ぶロケット 
7 月号 平尾史郎 ヒットラーの終焉 
8 月号 鶴見祐輔 ウインストン・チャーチル 




11 月号 増田信一郎 石山賢吉と野依秀市 
12 月号 藤田五郎 カァル・ツァイスの生涯 
1949 年 1 月号 鶴見祐輔 スターリン 





4 月号 増田信一郎 永田雅一と大映 
5 月号 澤田謙 産業界の惑星カイザー 
6 月号 佐々木邦男 ソ連外交官脱走記 
7 月号 岸本牧夫 山本元帥の最期 
8 月号 澤田謙 新聞天才の生涯 
9 月号 大久保宏 デ氏と世界石油政略 
10 月号 大久保宏 航空王 J・T・トリップ 
11 月号 無記名（「M」） 朝日新聞を解剖する 
12 月号 無記名（「B」） 天皇陛下の一日 
 
公職追放は、GHQ の占領政策として、軍隊の解放や戦争犯罪人の逮捕と
ともに強制的に執行された非軍事化改革の一環として 1946 年 1 月より開









































203-219 頁）、吉田裕『兵士たちの戦後史』（岩波書店、2011 年）などに詳しい。 
17 吉田裕『兵士たちの戦後史』岩波書店、2011 年、43 頁。 





































19 五十嵐惠邦『敗戦の記憶』中央公論新社、2007 年、128-129 頁。 
20 『丸』1948 年 4 月号、31 頁。 
















三による「ハバロフスク地区の二ヶ年」（1948 年 12 月号）のほか、上記
の表 1 にもあるように、巻末読物として関東軍の元少年航空兵だった高
橋昭夫による「ソ連抑留記」（1949 年 2 月号）や、佐々木邦男「ソ連外交


















22 「赤・青の信号 読者だより」『丸』1948 年 5 月号、90 頁。 
23 「赤・青の信号 読者だより」『丸』1948 年 10 月号、94 頁。 











（1948 年 11 月号）など、大々的に戦記ものが取上げられていく。生々し
い戦争体験を持つ当時の読者もこうした戦記関連の読物を歓迎した26。 

























青の信号 読者だより」『丸』1949 年 10 月号、114 頁）。 









































表していただけたら幸いと存じます」（「赤・青の信号 読者だより」『丸』1949 年 3 月号、
106 頁）。 
30 「赤・青の信号 読者だより」『丸』1949 年 9 月号、110 頁。 







































はいかに創られてきたのか』柏書房、2015 年、285-322 頁））。 

































35 「赤・青の信号 読者だより」『丸』1949 年 6 月号、106 頁。 
36 「丸の問い」『丸』1949 年 12 月号、76 頁。 













3 月号）、「無人島に持つて行く本」（4 月号）、「プラトンの性哲学」（5 月
号）と、政治問題のみならずさまざまなテーマが取り上げられた。 
さらに 1950 年 7 月号より「「丸」誌上ラウンドテーブル」へと改称され
た同欄では、映画をはじめとした文化・芸術に関するテーマが顕著となる。
その一方で「大陸の脅威をどう見るか」（1950 年 9 月号）40や、「共産党は










ジアの再検討」（1952 年 4 月号）を寄稿し、同号では山浦貫一、北昤吉、
鍋山貞親、石川三四郎らによる「大川周明氏を論ず」も掲載された。さら
に「刑務所人物談」（1952 年 7 月号）42の寄稿のほか、誌上ラウンドテー
ブル」の「米国勢力の限界点」（1952 年 12 月号）でも赤尾敏、橋本徹馬、
北昤吉らとともに、講和条約が発効され日本が主権を回復するなかで、そ
れまでの GHQ による対日占領政策を批判した43。 
 
39 「丸の問い」『丸』1950 年 2 月号、34-38、77-78 頁。 




















































44 「編集後記」『丸』1952 年 4 月号、120 頁。 
45 「編集後記」『丸』1952 年 3 月号、123 頁。 





































47 「編集後記」『丸』1952 年 8 月号、139 頁。 







































かれております」（「編集後記」『丸』1953 年 2 月号、169 頁）。 
49 「編集後記」『丸』1953 年 1 月号、155 頁。 








































51 大宅壮一「辻政信という人物」『丸』1953 年 1 月号、67-70 頁。 
















 その後も「知識と教養の家庭雑誌」として 1954 年まで刊行されていく
が、さらに 1955 年に入ると規模の拡大を図ろうとしていく。読者からの
要望により、月刊から月二回へと刊行ペースを上げようと試みたのである。




















訳です」（1953 年 3 月号、169 頁）。 























だがその後、1955 年 5 月号で月二回発行について「準備を重ねている
が技術的な面で遅れています」と伝えられたのを最後に続報がないまま56、










55 「読者のページ」『丸』1954 年 7 月号、133 頁。 












助が、1956 年 3 月に潮書房を設立し、『丸』の刊行を引き継いだ60。潮書
房発行となった『丸』1956 年 4 月号より「戦記特集雑誌」として、判型
も B6 から A5 サイズに改められた61。これ以降、戦記を専門とする今日の
『丸』の姿となったのである。 
 
6. おわりに ：占領期における戦記の受容  























59 塩澤実信「光人社―戦記に籠められた反省」『出版社大全』論創社、2003 年、586 頁。 
60 『日本出版文化史』日外アソシエーツ株式会社、2013 年、171 頁。 
61 「編集後記」『丸』1956 年 4 月号、106 頁。なお奥付の編集人の欄には増永嘉之助、そ
して発行人の欄には牧屋善三の本名である岡田五郎の名前が記されている（『丸』1956 年














Keywords: 占領期 総合雑誌 戦争体験 
「明日の教養」と「戦争の記憶」との接点
